
平成２９年度研究科横断型教育プログラム（Ａタイプ）授業科目 
 
 

開講 

方式 

A タイプ 

（研究科 

開講型） 

研究科名 医学研究科 カテゴリー 
環境・生命・医療科目

群 

横断

区分 
文理横断型 

授業科目名 

（英訳） 

国際保健学 

(International Health) 

講義担当者 

所属・職名・

氏名 

医学研究科  

准教授 里村一成 

助  教 岩永資隆 

開講 

場所 
医学部構内 

配当

学年 

修士 

博士後期 

専門職 

単位

数 
２単位 

開講年

度・開講

期 

後期

後半 
曜時限 

木３・４限 

（13:00-16:15） 

授業

形態 

講義・ 

演習 

使用

言語 

日本語・ 

英語 

〔授業の概要・目的〕 

国際保健における日本の役割を知る。  

日本との比較による海外の保健医療について検討する。   

 

【研究科横断型教育の概要・目的】 

国際保健関連に従事している者、またはその経験者との討論。 

医療系以外の学生に配慮し、難解な医学用語の使用は避け、必要ならば解説を加える。 

医療職および医療職以外の者のそれぞれの立場・視点・経験から国際保健への貢献の可能性を探索する。 

〔到達目標〕 

国際社会と日本社会の違いを知るとともに、日本が可能な国際保健への貢献について考えられる。 

今後の日本の保健医療のあり方について、参考となる海外の情報に謙虚に耳を傾けられる。 

〔授業計画と内容〕 

第 １・２ 回 国際保健概論   

第 ３・４ 回 国際保健各論（１）  

第 ５・６ 回 国際保健各論（２）  

第 ７・８ 回 国際保健各論（３）  

第 ９・10 回 国際保健各論（４）  

第 11・12 回 国際保健各論（５）  

第 13・14 回 国際保健各論（６）  

第   15 回 フィードバック  

日程は変更の可能性があるので開講日に確認のこと 

〔履修要件〕 

地域保健医療福祉論との同時履修が望ましい。 

〔成績評価の方法・観点及び達成度〕 

出席状況、プレゼンテーション、授業内での発言（50%）  

レポート(50%)    

〔教科書〕 

必要に応じて授業時にプリントを配布する。 

〔参考書等〕 

『国民衛生の動向』 (厚生統計協会)  

〔授業外学修（予習・復習）等〕 

新聞、TV、インターネット等の保健医療福祉行政に関する報道等を興味を持って視聴し、授業内容の理解に役立てること。   

〔その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等）〕 

受講人数によって内容を変更することがある 
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